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本研究では、チャープパルスを⽤いた電場検出技術を⽤いて、テラヘル
ツ電磁波の電場波形を瞬時に得ることのできるオシロスコープを開発
し、それを⽤いて絶対周波数測定を実証する。そのために、時間波形
をスペクトルにマッピングする技術と、スペクトルを群速度分散を⽤いて
時間に戻す技術を利⽤して、テラヘルツ電場波形を低周波信号に変
換し、それを⽤いて量⼦カスケードレーザーの絶対周波数測定を実現
する。

1か年度

研究開発課題名
電波有効利用促進型研究開発　先進的電波有効利用型（フェーズⅠ）　1課題

広帯域短パルスレーザーを用いたテラヘルツ電場検出技術の開発と応
用
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